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統合データベースプロジェクトの沿革

• 1987 NIG DDBJ(DNA Data Bank of Japan)

• 2001 JSTバイオインフォマティクス推進事業(BIRD)

• 2006 文科省統合データベースプロジェクト

（前後して、他の省庁でも類似プロジェクト発足）

• 2007 ROISライフサイエンス統合データベースセンター(DBCLS)

• 2011 JSTバイオサイエンスデータベースセンター(NBDC)

データを公共財化・統合化して、価値を最大化する



ファンディングによる分野別のデータベース統合

NBDCの主要な取組み：４つ柱

戦略の立案

データベース統合

ポータルサイト
運用

基盤技術開発

整理する・探す・つなげる技術

戦略・ガイドライン

NBDCヒトデータベース（H25～）

分野を超えた統合のための技術開発

事
業
の
４
本
柱

省間連携の推進（文科省、厚労省、農水省、経産省
等）

国内外の機関との連携促進
ヒトデータ共有ガイドラインの策定

カタログ・横断検索・アーカイブ・再構築
※4省連携はH24～



生命科学系データベースカタログ

1,643のDBをカタログ
化
日本の公開ＤＢをほぼ網羅

ライフサイエンスデータベース統合推進事
業

生命科学系データベースアーカイブ

134のDBをアーカイブ

 従来型の研究では困難な知見の発見
 効果的なイノベーションの創出

621のDBを横断検索可能

生命科学データベース横断検索

公開（制限公開含む）65件(Studies)

NBDCヒトデータベース

RDFポータル

分野別統合データベース

・RDF化等による高度な検索の実現
・データベース関連ツール開発
・データベース統合化の国際的標準化

など

セマンティックWEB技術の
研究開発による
分野を超えた

DB間統合・活用への
挑戦

NBDCポータルサービス

※各サービスのDB数等は平成29年11月現在の数値。

4省連携ポータル

20件のRDFデータセットを公開



統合化推進プログラム(TPP)

研究代表者 所属・役職 研究開発課題（採択年度）

石濱 泰 京都大学大学院薬学研究科・教授 プロテオーム統合データベースの構築（H27－H29）

大浪 修一 理化学研究所生命システム研究センター・チームリーダー
生命動態システム科学のデータベースの統合化（H24－H26）/

生命動態情報と細胞・発生画像情報の統合データベース（H27－H29）

沖 真弥 九州大学 大学院医学研究院・助教 エピゲノミクス統合データベースの開発と機能拡充（H29－H33）

金久 實 京都大学化学研究所・特任教授
ゲノム情報に基づく疾患・医薬品・環境物質データの統合（H23－H25）/
ゲノムとフェノタイプ・疾患・医薬品の統合データベース（H26－H28）/

ゲノム・疾患・医薬品のネットワークデータベース（H29－H33）

黒川 顕 国立遺伝学研究所 生命情報研究センター・教授
ゲノム・メタゲノム情報を基盤とした微生物DBの統合（H23－H25）/
ゲノム・メタゲノム情報統合による微生物ＤＢの超高度化推進（H26－H28）/

データサイエンスを加速させる微生物統合データベースの高度実用化開発（H29－H33）

菅野 純夫 東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授
疾患ヒトゲノム変異の生物学的機能注釈を目指した多階層オミクスデータの統合（H26－H28）/

疾患ヒトゲノム変異の生物学的機能注釈を目指した多階層オーミクスデータの統合（H29
－H33）

田畑 哲之 かずさDNA研究所 ・所長
ゲノム情報に基づく植物データベースの統合（H23－H25）/
植物ゲノム情報活用のための統合研究基盤の構築（H26－H28）/

個体ゲノム時代に向けた植物ゲノム情報解析基盤の構築（H29－H33）

中村 春木

栗栖 源嗣

大阪大学蛋白質研究所・所長／教授
大阪大学蛋白質研究所・教授

蛋白質構造データバンクの国際的な構築と統合化（H23－H25）/
蛋白質構造データバンクの高度化と統合的運用（H26－H28）

蛋白質構造データバンクのデータ検証高度化と統合化（H29－H33）

成松 久

木下 聖子

産業技術総合研究所 糖鎖医工学研究センター・センター長
創価大学理工学部・教授

糖鎖統合データベースと研究支援ツールの開発（H23－H25）/
糖鎖統合データベースおよび国際糖鎖構造リポジトリの開発（H26－H28）/

糖鎖科学ポータルの構築（H29－H33）

岩坪 威 東京大学大学院医学系研究科・教授 ヒト脳疾患画像データベース統合化研究（H23－H25）

金谷 重彦
有田 正規

奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科・教授
理化学研究所環境資源科学研究センター・チームリーダー

メタボローム・データベースの開発（H23－H25）/
生物種メタボロームモデル・データベースの構築（H26－H28）

徳永 勝士 東京大学大学院医学系研究科・教授
ヒトゲノムバリエーションデータベースの開発（H23－H25）/
個別化医療に向けたヒトゲノムバリエーションデータベース（H26－H28）

豊田 哲郎

桝屋 啓志

理化学研究所 情報基盤センター・統合データベース特別ユニット
リーダー
理化学研究所バイオリソースセンター・ユニットリーダー

生命と環境のフェノーム統合データベース（H23－H25）/

生命と環境のフェノーム統合データベース（H26－H28）

松田 文彦
京都大学大学院医学研究科附属ゲノム医学センター センター長・
教授

大規模ゲノム疫学研究の統合情報基盤の構築（H23－H25）



DBCLSとの共同研究による基盤技術開発

GA4GH - Beacon Project
ヒトゲノムの変異情報検索

例： 12番染色体の34567番目の塩基が
Aのデータはあるか → yes or no

TogoGenome
- RDFによるゲノム情報の統合DB

RDF化ガイドライン/RDFポータル
 RDF化ガイドラインを策定

 それに準拠したRDF化データベースを集約

RefEx FANTOM5 RDF (発現)
NBDC NikkajiRDF (化合物)
wwPDB/RDF (タンパク質立体構造)
MBGD RDF (微生物ゲノム)
GlycoEpitope (糖鎖)
Linked ICGC (がん変異データ)など

BioHackathon
国際的な標準化の取り組み

 RDFモデルとオントロジーの整備

RDFサミット
ゲノムRDF規格化

公共オミックスデータ検索・解析技術、教育教材
テキストマイニング技術、質問応答システム



4省及びAMEDとの連携
4省連携

All Japanとしてライフサ
イエンス知的基盤の構築

４省連携によるDB統合

厚労省

経産省

農水省

所管省庁 実施機関

厚生労働省 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所

農林水産省 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構

経済産業省 国立研究開発法人 産業技術総合研究所

文部科学省 国立研究開発法人 科学技術振興機構

各機関での実施事項
・データベースカタログに搭載するデータベースの探索
・横断検索を実施するためのインデックスの整備
・データベースアーカイブ搭載データの整備 等

産総研 統合データベースポータルサイト

文科省

AMEDとの連携

ゲノム医療の実現に資するデータシェアリングに係る基盤整備及び利活用について、
AMEDと基本連携協定を締結（H28.9）し、ゲノム医療関連事業コンソーシアム内での
ヒトゲノムデータ共有基盤を運用中。

連携



４省連携の４ステップとFAIR principles

カタログ

横断検索

アーカイブ

データベース再構築

データベースの所在情報を提供
国内の公開データベースは、ほぼ網羅。

複数データベースを横断的に検索
Google検索での埋没リスクを回避。
国内の実施可能分は、ほぼ網羅。

「統一フォーマット」でのダウンロードの実現
各省データベースをガイドラインに沿って
ライセンスを明確に整理しアーカイブ化。

意味づけされた用語を整備し

より高度な検索を実現

Findable!

Accessible!

Interoperable!

Re-usable!

FAIR principlesの考えを先取りする形で早い時期からDB統合を実施

データ共有を推進する国際コミュニティFORCE11が提唱



グループ共有DBの取り組みを、他の大型

プロジェクト研究に拡大していく

統合化推進P
（ファンディング）

既存の取組み

B研究プロ
ジェクト

オープンデータ
の共有支援

公開前データの
プロジェクト内共有

も支援

A研究プロ
ジェクト

カタログ
（1,643 DB）

4省連携 横断検索
（601 DB）

アーカイブ
（134 DB）

NBDCヒトDB
（約42,000人分）

基盤技術開発

植物

微生物

ﾌｪﾉｰﾑ

・・・ ・・・ ・・・

B研究プロジェクト内
共有データ

新規の取組み

省庁間連携

ライフ
イノベーション

グリーン
イノベーション

データ駆動型研究開発の加速

医薬基盤研
（厚労省）

農研機構
（農水省）

産総研
（経産省）

統合DBの実現

ライフ分野の
「ビッグデータ」整備

分野毎にDBをまとめて
使いやすく整備

個々のDBを
使いやすく提

供

分野を超えたDB統合利用を実用化
するための基盤ICT技術を開発

文科省

A研究プロジェクト内
共有データ

順次
公開系へ
移行

ゲノム医療実
現化PJ など

＜AMED＞
データ利活用
の働きかけ

連
携

連携

連携

※資金・人的リソースは当該PJと相談

新たな取り組み

将来のデータ公開・データ共有が期待できる、研究プロジェクトにおけるプロジェクト内
データベース構築をNBDCが支援し、将来のデータ公開やデータ共有を促進する。

CREST 制限共有

＜CREST＞
データ利活用
の働きかけ 連

携

有
用
デ
ー
タ
の
充
実

CREST
「植物頑健性」

領域

NBDCのシステム構築の
ノウハウを活用し大規模か
つ統一した様式で利活用し
やすいデータを構築

AMED 制限共有

AMED 制限共有



http://biosciencedbc.jp/

NBDCポータルサイト



①特別企画 ②フォーラム

12月6日（水）～8日（金）10:00-17:00
神戸国際展示場２号館1階 BioDBコーナー

12月9日（土）11:45-13:15
神戸ポートピアホテル本館B1布引（第7会場）

使ってみようバイオデータベース
－つながるデータ、広がる世界－

生命科学のデータベース活用法

生命科学のDBをポスター・配
布資料やPCデモで紹介

NBDC事業の取り組み：デー
タベース統合化の紹介

データ解析のよろず相談を実施!!

「統合化推進プログラム」のデー
タベースの活用方法紹介

是非、お越し下さい!!

ConBio2017 NBDC関連イベント紹介



いかにして「使える」データベースを維持し続けるか?



「使える」データベースとは？

•誰にとって？
–実験研究者（非常に多様）
–バイオインフォマティシャン
–データサイエンティスト

•最大公約数的なDBとは？

•研究のどの場面で使う？

•いつを目指して開発する？

•どれくらいの期間使うことを想定するのか？



DBCLS データコア構想

データソース整備

既存データのリンクトデータ化支援および

そのための基盤技術開発

データベース整備

リンクトデータ・コンテンツの生成および

そのための基盤技術開発

ミドルウェア開発

リンクトデータへの効率的、安定的な

アクセスのための基盤技術開発

アプリケーション開発

ゲノムデータ・オミックスデータ解析支援および

そのための基盤技術開発

エンドユーザ
実験科学者
医療従事者

アプリケーショ
ン開発者

TPP
AMED
ToMMo

データ科学者
国際連携
人工知能
機械学習

データベース構
築者

TPP
AMED
ToMMo

国際/国内
協力

広報

想定ユーザ 想定ユーザに応じた開発の４階層



いかにして「維持し続ける」か？

•資金
–どう調達？誰が負担？
–国？DB利用者？データ生産者？

•DB開発人員
–評価の仕組み
– インセンティブ、ポジション

•どの分野のどのDBを？
– DB数は世界で20,000程度、日本だけでも1,000超える
–優先順位？
– DBの価値をどう測るか？（アクセス数？引用？）
• データ、一次DB、統合DB



いかにして「使える」データベースを維持し続けるか?

•DB利用者からの厳しい注文と暖かい応援

–まずは使ってみる

–注文をつける

–使えるデータベースを育てる

–使ったデータ、DBを引用する

–維持すること、維持する人を褒めてあげる

–色々なメディアで、様々な機会にDBの重要性を訴える

•長い目で見て利用者の利益になる


